００－００－０００００　みほんはなこ
　男女共同参画社会とは、男女が社会の対等な構成員として、互いにその人権を尊重し、性別にとらわれることなく、あらゆる分野でその個性と能力を発揮し、共に責任を担い、いきいきと暮らすことのできる社会をいいます。
　「男は仕事、女は家庭」に代表されるような「女性（男性）とはこういうもの（こうあるべき）」といった考え方は、一歩間違うと自分だけでなく、周りの人達の行動や生き方を制限し、人それぞれが持つ個性や能力（ａｂｉｌｉｔｙ）を発揮しづらくしてしまう可能性があるのです。男性優位の意識や経済力の格差は、女性に対する暴力や人権侵害を生み出す土壌となっていることも指摘されています。その一方で、中高年男性の職場での重責やリストラ、子育て期の男性の長時間労働など、男性への過度の負担も生じています。
　少子高齢化の進展、産業構造の変化、家族形態の多様化など、急速に進む時代の変化に対応するためには、固定的な意識や慣行を見直し、男女が個性と能力を十分に発揮し、あらゆる分野に対等に参画できる男女共同参画社会の実現が必要です。
　男女共同参画社会の実現には、県や市町村の取組はもとより、県民の皆さんや事業者が、男女の人権を身近な問題として考え、相互に協力していくことが今にもまして切実に求められています。
